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問 重度心身障がい者（児）医療費助成事業、母子
及び父子家庭等医療費助成事業は、現在どうなっ
ているか。
 副町長　現物給付とはなっていない。

問 県が条例で現物給付をすることができるとすれ
ばできる。町長には先頭を切って行動を起こして
ほしいがどうか。
 町長　これまでも県に要望をしてきた。重心だろ

うが母子・父子だろうが、こどもの医療に関して

平等である。今後も県に要望していく。

（左）重度心身障がい者（児）医療費助成受給資格者証

（右）母子及び父子家庭等医療費助成金受給資格者証

問 財政健全化計画の中で委託料が今年まで据え置
きされ、次年度以降本来の算定方法に戻されると
認識しているが、物価の高騰、人件費の上昇も踏
まえ、単価の見直しをしてほしいがどうか。
 副町長　次年度以降については今後検討していく。

問 区長や書記、事務職員の社会保険等の整備を
行ってほしいがどうか。
 副町長　社会保険等の支援については難しいと考

える。自治会への支援については、今後調査検討

をしていく。

・５月 31 日にあった大雨による冠水等の被害状
況及び今後の対策を問う
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河川監視カメラ
の検討状況は
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問 宮平川へ河川監視情報システム導
入を以前の議会で提案した。今回の５
月 31 日の豪雨においても、必要性を再認識した。
宮平川の内水氾濫の発生時刻が 12 時 10 分頃、
そこから水位が上昇し、12 時 35 分から 40 分
頃には、車が浸かる水位になった。宮平川の水位
がフラップゲートを超え始め、わずか 30 分程度
で被害発生が想定できる内水氾濫が発生した。そ
こから雨は降り続け、宮平川においては外水氾濫
にもなっていた。車の水没や住宅浸水の対応は情
報把握する速さが被害の増大を左右すると考える。
　河川水位の上昇が把握できる河川監視情報シス
テムを早急に導入すべきと考えるが見解を伺う。
 まちづくり振興課長　河川監視システムは必要で

あると認識をしており、関係機関と協議調整をし

ていく。

問 宮平川は国場川へ合流する。浸水被害軽減対策
の取組とあわせて、沖縄県に国場川の浚渫を要請
をしていくべきだと考えるがどうか。
 まちづくり振興課長　県において草木の除去等の

対策を行っている。

重心医療費、ひと
り親家庭等医療費
窓口無料化は？
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自治会運営に支援を

こんな質問もしました

沖縄県　河川情報システムは

こちらからご覧下さい→


